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Direct Access Components の使用方法

以下のト ピッ クでは、 Delphi および C++Builder で使用する  Zen Direct Access 

Components （PDAC） について説明します。 

• Zen Direct Access Components の概要

• Zen Direct Access Components の使用法

• PDAC に基づく アプリケーシ ョ ンの配布

この機能の実装方法については、 Direct Access Components リファレンスを参照して

ください。

Zen Direct Access Components の概要

Zen Direct Access Components は、 Borland Delphi と  C++Builder 環境内で、 Zen データ

ベース  エンジンへ直接ト ランザクシ ョナルおよびリ レーシ ョナル アクセスできるよ う

にする、 一連の Visual Component Library （VCL） コンポーネン トです。 この SDK は、

以前は "Pervasive Direct Access Components （PDAC） " と呼ばれていました。 この略称 
PDAC は現在も  SDK で使用されています。 Zen v15 よ り前のリ リースでは、 これらのラ

ンタイム コンポーネン トは統合され、Zen データベースの 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの 
\bin ディ レク ト リに .bpl ファイルと してインス トールされていました。 v15 以降、 これ

らのコンポーネンは Zen インス トールから削除されましたが、 ダウンロードによ り入

手される  SDK で引き続き利用するこ とができます。 これには、 RAD Studio 用の設計時

コンポーネン ト も含まれています。

サポート される開発環境については、 PDAC のリ リース  ノート を参照してください。

PDAC のすべてのバージ ョ ンには、 次の非ビジュアル コンポーネン トが含まれていま

す。

• TPvSession 

• TPvDatabase 

• TPvTable 

• TPvBatchMove 

• TPvQuery 
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• TPvStoredProc 

• TPvUpdateSQL 

• TPvSqlDatabase

これらの 32 ビッ ト  コンポーネン トのサポート  ク ラスも提供されています。 これらのコ

ンポーネン トは、 Embarcadero の Data Access Components のプロパティ、 メ ソ ッ ド、 お

よびバインド機能を再現でき、 実行時に Borland Database Engine （BDE） が存在してい

る必要はあ り ません。

これらのコンポーネン トはパッケージ形式で提供され、 組み込みコン ト ロールの設計時

および実行時に必要なすべての機能を提供します。 これらは BDE コンポーネン ト と同

様の方法で Embarcadero データ  アウェア コン ト ロールにバインド します。 また、 完全

に互換性のある、 サード  パーティのバウンド  コン ト ロールにもバインド します。

Woll2Woll InfoPower コンポーネン ト との相互運用性のための特別なコンポーネン ト

（wwPvTable、 wwPvQuery および wwPvStoredProc） が装備されています。

エンジンのバージ ョ ンのチェ ック

PDAC では、 クエ リ またはテーブルを開いたと きにデータベース  エンジンのバージ ョ

ンを確認して、 エンジンのバージ ョ ン依存に伴うエラーが発生しないよ うにしていま

す。 エンジンのバージ ョ ンが不適切な場合は、 必要なバージ ョ ンを示す例外を返しま

す。

TPvQuery.PassThrough

SQL クエ リ  テキス ト を事前解析しないで、 エンジンへ直接送るこ とができます。

TPvDatabase.OEMConversion

このプロパティは、 データベースに格納されている文字は OEM （DOS） コード  ページ

によってエンコード されているため、 データベースを使用する前にこれらの文字を 

ANSI （Windows） コード  ページに変換する必要があるこ とを示します。 

詳細情報を入手するには

PDAC 用の SDK ダウンロードを参照してください。 これは弊社 Web サイ トにあ り ま

す。

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/pdac/
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Zen Direct Access Components の使用法

PDAC は、 アーカイブからそのコンポーネン ト をディ レク ト リ （installdir） に展開する

こ とでインス トールします。 システム上の Delphi または C++Builder IDE が、 その展開

されたコンポーネン トの場所を認識できるこ とを確認してください。 

C++Builder のプロジェク ト  オプシ ョ ンに、 PDAC のためのインクルード  パスと ライブ

ラ リ  パスを反映させるためには以下の手順に従います。 これらはデフォルトのオプ

シ ョ ンと して追加するこ とができます。 そのため、 Zen コンポーネン ト を使用している

すべてのプロジェク トに必要というわけではあ り ません。

PDAC を C++Builder のインクルード  パスとライブラリ  パスに追加するには

1. C++Builder で ［プロジェク ト ］ > ［オプシ ョ ン］ を選択して、 ［ディレク ト リ / 条件］

タブをク リ ッ ク します。 

2. ［インクルード  パス］ に installdir\sdk\pdac\Delphi?\include を追加します。 こ こで、

installdir は PDAC をインス トールしたディ レク ト リ を示します。 疑問符 （?） は使用

している  RAD Studio のバージ ョ ンに置き換えます。

3. さ らに ［ラ イブラ リ  パス］ に、 installdir\sdk\pdac\Delphi?\lib と、 installdir\sdk\
pdac\Delphi?\lib\dcu をセ ミ コロン （;） で区切って追加します。 疑問符 （?） は使用

している  RAD Studio のバージ ョ ンに置き換えます。

インクルード  パスと ライブラ リ  パスを正し く設定する と、 Direct Access Components を

対応する  Embarcadero コンポーネン ト と まったく同様に使用できるよ うにな り ます。

Delphi および C++Builder

Zen では Delphi 6 以降のすべての Delphi バージ ョ ンをサポート します。お使いの IDE に 
Delphi または C++Builder を組み入れるには、 次の手順を使用します。

Delphi または C++Builder パッケージとパス情報をお使いの環境に追加するには

1. Delphi または C++Builder で ［コンポーネン ト ］ > ［パッケージのインストール］ >

［追加］ をク リ ッ ク します。

2. 設計時パッケージを選択します。
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3. Delphi compiled units （DCU） と インターフェイス  ファイル （INT） にパスを追加し

ます。 

お使いの環境に合ったコンポーネン ト を選択する と、 VCL プロジェク トに Zen が表示

されるよ うにな り ます。 これで、 PvTable または PvQuery を追加して、 PDAC を使用す

るアプリ ケーシ ョ ンを構築するこ とが可能になり ました。

PDAC に基づく アプリケーシ ョ ンの配布

Embarcadero などのランタイム ライブラ リ用にはいくつかのバリエーシ ョ ンがあ り ます

が、 エンド  ユーザーに配布する  PDAC アプリ ケーシ ョ ンは 2 つの方法で構築できます。

1 つは実行時パッケージを使用する方法、 も う  1 つはアプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファ

イルに PDAC ライブラ リ を静的にリ ンクする方法です。 また、 C++Builder では 

Embarcadero ライブラ リの動的または静的リ ンク も提供します。 PDAC アプリ ケーシ ョ

ンを正常に実行させるためには、 Zen のク ライアン ト またはエンジン （Enterprise 

Server、 Cloud Server、 Workgroup） のいずれかがターゲッ ト  コンピューターに適切にイ

ンス トールされている必要があ り ます。

実行時パッケージの使用の決定

実行時パッケージを使用する場合はいくつかの利点があ り ます。 最小の実行可能ファイ

ルを提供するこ とができます。 これは、 リ ンクの遅い環境で実行可能ファイルまたは更

新のダウンロードや転送を行う必要がある場合には重要になり ます。 このオプシ ョ ンを

使用すれば、 PDAC および Embarcadero のランタイム バイナリ を共有するこ とができ、

多くの Embarcadero および PDAC アプリ ケーシ ョ ンを使用する環境内のディ スク容量や

メモリ を大幅に節約するこ とができます。

欠点は、 よ り多くのファイルを配布し、 それらを最新のものにしておく必要があるこ

と、 またその共有ファイルは、 共有サブディ レク ト リにサード  パーティ製の不適切な

バージ ョ ンの共有ファイルがインス トールされるこ とによって影響を受ける恐れがある

こ とです。 実行時パッケージを使用しない場合は、 アプリ ケーシ ョ ンと  drm.dll のみを

配布する必要があ り ます。 PDAC ライブラ リは実行可能ファイルに静的にリ ンク される

ため、 それに伴ってサイズは大き くな り ます。

実行時パッケージを使用する場合、 開発者はアプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファイルおよ

び PDAC ライブラ リ （PDAC インス トールの redist サブディレク ト リ内） の両方と、

Embarcadero ランタイム ライブラ リ またはその他のランタイム ライブラ リ （コンパイ
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ラの bin ディレク ト リにある  borlndmm.dll が必要になるこ とが多い） をエンド  ユーザー

に配布する必要があ り ます。

Redist サブディレク ト リ

Embarcadero の各コンパイラには、 redist ディ レク ト リがあ り ます。 このディ レク ト リに

は、 .bpl ライブラ リが含まれており、 これらのライブラ リは ［実行時パッケージを使っ

て構築］ オプシ ョ ンを使ってコンパイルされたアプリ ケーシ ョ ンと一緒に配布する必要

があ り ます。

メモ ： 各 redist ディレク ト リには .dcp または .bcp ファイルも含まれています。 これら

のファイルは、 派生ク ラスを使用した開発が許可されるライセンスを持つ組織以外には

再配布されません。 .dpl パッケージと  .bpl パッケージのみをアプリ ケーシ ョ ンと一緒に

配布するこ とができます。

Delphi または C++Builder の構築と配布手順

Delphi IDE で以下のよ うに適切なオプシ ョ ンを設定します。

1. ［プロジェク ト ］ メニューから ［オプシ ョ ン］ を選択します。

2. ［パッケージ］ タブをク リ ッ ク します。

実行時にアプリ ケーシ ョ ンと  PDAC ライブラ リ とを動的にリ ンク させるには、 ［実

行時パッケージを使って構築］ のチェッ クをオンにし、 適切な PDAC パッケージを

編集ボッ クスのリ ス トへ追加します。

メモ ： インス トール時に PDAC パッケージが構築リ ス トに追加されていた場合は、 上

記の手順は必要あ り ません。

3. Delphi のバージ ョ ンに応じて、 MicroKernel エンジンに必要となる  32 ビッ ト または 

64 ビッ ト実行時パッケージ （.bpl ファ イル） を選択します。 

メモ ： PDAC パッケージを リ ス トに追加しない場合、 これらは実行可能ファイルにコ

ンパイルされ、 ［実行時パッケージを使って構築］ のチェッ クがオンになっていても共

有ライブラ リは使用されません。

4. PDAC ライブラ リ を実行可能ファイルに静的にリ ンク させるには、 ［実行時パッケー

ジを使って構築］ チェ ッ ク  ボッ クスをオフにしておきます。 コンパイル時にこの設

定をオンにしていた場合は、 アプリ ケーシ ョ ンを配布する と きに、 ライブラ リ とそ

の他必要なパッケージや DLL も配布する必要があ り ます。
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これらのファイルは、 アプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファイルと同じサブディ レク ト リに

インス トールするこ とができますが、 他のアプリ ケーシ ョ ンと共有できるよ う、 ター

ゲッ ト  コンピューターのパスに置く こ とをお勧めします。 Zen インス トール場所の \
bin ディレク ト リが Zen 実行モジュールの主ディ レク ト リである場合は、 このディ レク

ト リ を使用するのが適切です。

さ らに、 Delphi の PDAC アプリ ケーシ ョ ンでは、 Zen エンジン （サーバーまたはワーク

グループ） または Zen ク ライアン トのいずれかと、 適切にインス トールされ設定され

ている リモート  サーバーが必要です。

Delphi 6 より更新されたパッケージ名

Delphi 6 以降、 弊社では Embarcadero 標準との互換性をよ り強化するよ うパッケージの

名前付け規則を変更しました。 また、 Embarcadero 要件を満たすために、 実行時パッ

ケージを設定時パッケージから分けました。

旧バージ ョ ンの Delphi と  PDAC から移行する場合の、 パッケージ名の解釈方法を以下

の表に示します。 

メモ ： Delphi 6 では、 InfoPower はメ イン パッケージに結合されており、 Woll2Woll は

独立していません。

ファイル名の桁位置 可能な値 説明

1 p PSQL （Zen 製品の以前の名前）

2 c、 b または s Common、 Btrieve または SQL

3 － 5 リ リースによって異
なる

PDAC コンポーネン トのメジャーおよびマ

イナー バージ ョ ン

6 r、 d 実行時または設計時

7 － 9 リ リースによって異
なる

これらのコンポーネン ト を適用する  Delphi 
バージ ョ ン
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Direct Access Components リファレンス

以下のト ピッ クでは、 Delphi および C++Builder 開発者向けの詳細な情報を提供します。 

• MicroKernel エンジン コンポーネン ト

• リレーシ ョナル エンジン コンポーネン ト

• PDAC と  Embarcadero のコンポーネン トの相違点

• PDAC クラス、 プロパティ、 イベン ト、 およびメソ ッ ド

• Zen および Embarcadero のデータ型

MicroKernel エンジン コンポーネン ト

Btrieve コンポーネン トのセッ トには以下のものが含まれています。

• TPvSession

• TPvDatabase

• TPvTable

• TPvBatchMove

• TwwPvTable

これらのコンポーネン トはリ レーシ ョナル機能を使用しておらず、 実行時に リ レー

シ ョナル エンジンまたは ODBC を必要と しません。

コンポーネン トは、 次の表に示すよ うに Embarcadero のコンポーネン トに置き換わり ま

す。

Zen Direct Access Component 置き換える Embarcadero コンポーネン ト

TPvBatchMove TBatchMove

TPvDatabase TDatabase

TPvSession TSession

TPvTable、 TwwPvTable TTable
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これらのコンポーネン トはスタンドアロン （つま り、 Borland Database Engine （BDE）
なし） で使用するこ とができます。 また、 単一アプリ ケーシ ョ ン内で BDE と同時に使

用するこ と もできます。 コンポーネン トの使用法は対応する  BDE コンポーネン ト と同

じです。 例外については、 適用可能な特定のコンポーネン ト下、 および PDAC クラス、

プロパティ、 イベン ト、 およびメソッ ドに記載されています。

TPvSession 

スレッ ドに対する安全性と ク ライアン ト  ID のサポート を提供します。 この機能は、

TSession VCL コンポーネン ト と類似しています。

関連情報

TPvSession については、 本章の以下のセクシ ョ ンを参照してください。

• TPvSessionList/TpvSqlSessionList クラス （サポート  クラス）

• グローバル変数 （VCL との全般的な違い）

• TPvSession と  TPvSqlSession （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvSession に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TPvDatabase

ログイン コン ト ロール、 ト ランザクシ ョ ン サポート、 データベース接続持続性などの、

非 SQL データベースのための接続に特化した機能を提供します。 この機能は、

TDatabase VCL コンポーネン ト と類似しています。

TPvDatabase と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の相違点

• DriverName、 Locale、 および TTraceFlags プロパティは削除されています。 

• ハンドルのタイプが DRM_DBID に変更されます。

• IsSQLBased は常に False を返します。 

• TransIsolation に指定できる値は、 tiDirtyRead と  tiReadCommitted （デフォルト ） の 2 
つのみです。
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セキュリテ ィで保護されたテーブル、 およびユーザー名とパスワードの入力
要求

セキュ リ ティで保護されたテーブルに接続しよ う とする と、 PDAC にユーザー名とパス

ワードの入力を求められます。 このよ うなプロンプ トが表示されないよ うにしたい場合

は、 次のコードを例と して用いて、 TPvDatabase で接続パラ メーターを設定します。

（TPvTable のテーブル セキュリテ ィ も参照してください。）

PvSession.ServerName:='ServerName';
PvSession.SessionName:='session1';
PvSession.Active:=True;

PvDatabase.AliasName:= 'DatabaseName';
PvDatabase.DatabaseName:='DB';
PvDatabase.SessionName:='session1';
PvDatabase.Params.Clear();

// こ こでユーザー名とパスワードを指定して 
// データベースに接続する

PvDatabase.Params.Add('User Name=UserName');
PvDatabase.Params.Add('password=Password');
PvDatabase.Connected:=True;
PvTable.DatabaseName:='DB';
PvTable.SessionName:='session1';
PvTable.TableName:='person';
PvTable.Active:=True;

関連情報

TPvDatabase については、 本章の以下のセクシ ョ ンを参照してください。

• TransIsolation プロパティの相違点 （PDAC と  Embarcadero のコンポーネン トの相

違点）

• TPvDatabase と  TPvSqlDatabase （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvDatabase に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TPvTable

シングル テーブル アクセス と操作を提供します。 この機能は、 TTable VCL コンポーネ

ン ト と類似しています。

TPvTable と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の相違点

• すべてのエイ リ アス管理機能で 「名前付きデータベース」 管理を行います。

• TDBDataSet からではなく  TPvDataSet から継承します。
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• プロパティ  TableLevel、 UpdateObject、 UnlockTable、 OpenIndexFile、 CloseIndexFile 
は削除されました。 TableType は無視されます。 

• 設計時と実行時のどちらででも、 DSN、 Zen 名前付きデータベース、 あるいはデー

タベースへの完全修飾パスと して、 Database Name プロパティを利用できます。 

テーブル セキュリテ ィ

MicroKernel エンジン用の PDAC セキュ リティは、 個々のテーブルのオーナー ネームを

使用します。 このセキュ リ ティ  モデルを使用する場合は、 テーブルのオーナー ネーム

を提供します。 詳細については、 『Btrieve API Guide』 の Set Owner （29） を参照してく

ださい。

TPvTable には Owner: string プロパティ と次のメ ソ ッ ドがあ り ます。

SetOwnerOnTable(AOwner: string; AccessMode: integer) 

Owner プロパティを使用すれば、 オーナー ネームを設定するこ とができます。

SetOwnerOnTable メ ソ ッ ドを使用すれば、 テーブルのオーナー ネームを設定したり ク リ

アした りするこ とができます。 

これらの PDAC アクセス  モードによって制御されるよ うに、 Btrieve テーブルにアクセ

スするには、 有効なオーナー ネームを指定します。

テーブルの作成

実行時に CreateTable メ ソ ッ ドを呼び出し、 このデータセッ トの現在の定義を使用して

テーブルを作成します。

コー
ド

説明

0 すべてのアクセス  モードでオーナー ネームが必要 （データ暗号化な

し）

1 読み取り専用アクセスにはオーナー ネームは必要なし （データ暗号化

なし）

2 すべてのアクセス  モードでオーナー ネームが必要 （データ暗号化あ

り）

3 読み取り専用アクセスにはオーナー ネームは必要なし （データ暗号化

あ り）
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FieldDefs プロパティに値がある場合は、 これらの値を使ってフ ィールド定義を作成し

ます。 値がない場合は、 Fields プロパティを使用します。 データセッ ト を再作成するに

は、 これらのプロパティの一方または両方に値がなければなり ません。

Add メ ソ ッ ドを使用してフ ィールドのプロパティを割り当てます。

procedure Add(const Name: string; DataType: TFieldType; Size: Word; Required: Boolean); 

Add メ ソ ッ ドは以前のバージ ョ ンとの互換性を保つために提供されます。 新しいフ ィー

ルド定義を  Item プロパティの配列に追加する場合は、 AddFieldDef メ ソ ッ ドを使用する

こ とをお勧めします。 また、 これを使って ftBCD データ型の小数位と桁数も指定しま

す。

Add メ ソ ッ ドは、 Name、 DataType、 Size および Required パラ メーターに渡された値を

使用し、 これらを新しいフ ィールド定義オブジェク トの個別のプロパティに割り当てま

す。

メモ ： フ ィールドがヌル値を許可する場合、 Required に False を設定します。

メモ ： AutoInc フ ィールドで autoincrement プロパティをアクティブにするには、 この

フ ィールドに固有のインデッ クスを作成します。 また、 現在のリ リースでは、 PDAC は 
BIGIDENTITY データ型をサポート していません。

Delphi のコード例

PvTable1.DatabaseName := 'TestData';
PvTable1.TableName := 'TestData1';
with PvTable1.FieldDefs do
begin

Clear;
Add('F_autoinc', ftAutoInc, 0, True);
Add('F_currency', ftCurrency, 0, False);
Add('F_integer', ftInteger, 0, False);
Add('F_word', ftWord, 0, False);
Add('F_fixchar', ftFixedchar, 30, False);
Add('F_varbin', tString, 25, False);
Add('F_blob', ftBlob, 60, False);

end;
with PvTable1.FieldDefs.AddFieldDef do
begin

Name := 'F_BCD';
DataType := ftBCD;
Size:=2;     //桁数
Precision := 10;  //小数位
Required := false;

end;

with PvTable1.IndexDefs do
begin

Clear;
Add('Index1', 'F_autoinc', [ixPrimary, ixUnique]);
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Add('Index2', 'F_integer', [ixCaseInsensitive]);
end;
PvTable1.CreateTable;

C++Builder のコード例

PvTable1‐>DatabaseName="TestData";
PvTable1‐>TableName="Test1";
PvTable1‐>FieldDefs‐>Clear();
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_autoinc", ftAutoInc, 0, True);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_integer", ftInteger, 0, False);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_Curr", ftCurrency, 0, False);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_Word", ftWord, 0, False);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_fixchar", ftFixedChar, 0, False);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_String", ftString, 20, False);
PvTable1‐>FieldDefs‐>Add("F_blob", ftBlob, 60, False);

TFieldDef *FieldDef = PvTable1‐>FieldDefs‐>AddFieldDef();
FieldDef‐>Name="F_BCD";
FieldDef‐>DataType=ftBCD;
FieldDef‐>Size=2;
FieldDef‐>Precision=10;
FieldDef‐>Required=False;
PvTable1‐>IndexDefs‐>Clear();
PvTable1‐>IndexDefs‐> Add("Index1","F_autoinc",TIndexOptions() <<ixPrimary << ixUnique);
PvTable1‐>CreateTable(); 

関連情報

TPvTable については、 以下のト ピッ クを参照してください。

• TransIsolation プロパティの相違点 （PDAC と  Embarcadero のコンポーネン トの相

違点）

• TPvTable、 TPvQuery および TPvStoredProc （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvTable に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

• Zen および Embarcadero のデータ型

TPvBatchMove

アプリ ケーシ ョ ンの、 レコードのグループあるいはテーブル全体へのデータベース  オ

ペレーシ ョ ンを可能にします。 この機能は、 TBatchMove VCL コンポーネン ト と類似し

ています。

関連情報

TPvTable については、 本章の以下のセクシ ョ ンを参照してください。

• TPvBatchMove （VCL と異なる特定のクラス）
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TwwPvTable

InfoPower 互換性のために PDAC に含まれています。 TPvTable から直接派生され、

ControlType とい う追加のプロパティを持ちます。

リレーシ ョナル エンジン コンポーネン ト

リ レーシ ョナル エンジン コンポーネン トのセッ トには以下のものが含まれています。

• TPvSQLSession

• TPvSQLDatabase

• TPvQuery

• TPvUpdateSQL

• TPvStoredProc

• TwwPvQuery

• TwwPvStoredProc

コンポーネン トは、 次の表に示すよ うに Embarcadero のコンポーネン トに置き換わり ま

す。 

これらのコンポーネン トはスタンドアロン （つま り、 Borland Database Engine （BDE）

なし） で使用するこ とができます。 また、 単一アプリ ケーシ ョ ン内で BDE と同時に使

用するこ と もできます。 コンポーネン トの使用法は対応する  BDE コンポーネン ト と同

じです。 例外については、 適用可能な特定のコンポーネン ト下、 および PDAC クラス、

プロパティ、 イベン ト、 およびメソッ ドに記載されています。

Zen Direct Access Component 置き換える Embarcadero コンポーネン ト

TPvQuery、 TwwPvQuery TQuery

TPvSqlDatabase TDatabase

TPvSqlSession TSession

TpvStoredProc、 TwwPvStoredProc TStoredProc

TPvUpdateSQL TUpdateSQL
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TPvSQLSession

Zen のスレッ ドに対する安全性と ク ライアン ト  ID のサポート を提供します。 この機能

は、 TSession VCL コンポーネン ト と類似しています。

TPvSQLSession と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の相違点

• すべてのエイ リ アス管理機能で DSN 管理を行います。 

• Handle プロパティのタイプが SQLHENV に変更されます。

• AddStandardAlias メ ソ ッ ドではデフォルトの設定でエンジン DSN を追加します。

• 'UpdateDsnType:TDsnTypes' プロパティが追加されています。TDsnTypes = (dsnSystem, 

dsnUser)。 UpdateDsnType の意味は次のとおりです。 

• DeleteAlias 関数の場合は、 DSN ユーザーが System または User DSN のどちらを

削除するのか。

• AddAlias および GetAliasParameters 関数の場合は、 どの DSN タイプにするのか。

関連情報

TPvSQLSession については、 本章の以下のセクシ ョ ンを参照してください。

• TPvSessionList/TpvSqlSessionList クラス （サポート  クラス）

• グローバル変数 （VCL との全般的な違い）

• TPvSession と  TPvSqlSession （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvSqlSession に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TPvSQLDatabase

ログイン コン ト ロール、 ト ランザクシ ョ ン サポート、 データベース接続持続性などの、

Zen データベースのための接続に特化した機能を提供します。 この機能は、 TDatabase 
VCL コンポーネン ト と類似しています。

TPvDatabase と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の相違点

• Handle プロパティのタイプが SQLHDBC に変更されています。

• IsSQLBased プロパティは常に True になり ます。
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• Tables と  StoredProcs プロパティには、 それぞれ TsqlTablesInfoCollection、
TsqlStoredProcInfoCollection という タイプがあ り ます。

セキュリテ ィで保護されたデータベース、 およびユーザー名とパスワードの
入力要求

セキュ リ ティで保護されたデータベースに接続しよ う とする と、 PDAC にユーザー名と

パスワードの入力を求められます。 このよ うなプロンプ トが表示されないよ うにしたい

場合は、 次のコードを例と して用いて、 TPvSQLDatabase で接続パラ メーターを設定し

ます。 

PvSession.ServerName:='ServerName';
PvSession.SessionName:='session1';
PvSession.Active:=True;

PvDatabase.AliasName:= 'DatabaseName';
PvDatabase.DatabaseName:='DB';
PvDatabase.SessionName:='session1';
PvDatabase.Params.Clear();

// こ こでユーザー名とパスワードを指定して 
// データベースに接続する

PvDatabase.Params.Add('User Name=UserName');
PvDatabase.Params.Add('password=Password');
PvDatabase.Connected:=True;
PvTable.DatabaseName:='DB';
PvTable.SessionName:='session1';
PvTable.TableName:='person';
PvTable.Active:=True;

クライアン トからの、 DSN を使用しない接続

PDAC のリ レーシ ョナル コンポーネン トは、 DSN または 名前付きデータベースなしで

も、 ク ライアン ト  コンピューターから リモート  サーバー データベースへ接続できま

す。 サーバーにはデータベースの DSN がなければなり ません。

この機能は、 TPvSqlDatabase コンポートネン トで入手できる  

AliasNameIsConnectionString プロパティを使用するこ とで動作します。 詳細につい

ては、 VCL と異なる特定のクラスを参照してください。

1. Delphi のフォーム上に PvSQLDatabase を配置します。

2. 架空の DatabaseName を設定します。 これは何でもかまいません。

3. プロパティ  AliasNameIsConnectionString を True に設定します。
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4. AliasName プロパティ （または AliasName は空のままで DatabaseName） に 「接

続文字列」 を設定します。

「接続文字列」 とは、 次の例に示すよ うに、 サーバー上の DSN やサーバーの名前な

どを含む、 ODBC への完全な接続文字列です。

DRIVER={Pervasive ODBC Client Interface};ServerName=DSLINUX2; ServerDSN=DEMODATA; 

UID=myuserid;PWD=mypassword 

メモ ： 接続文字列には引用符や改行はあ り ません。 お使いのエディ ターで行を折り返

している場合、 プロパティ  エディ ターでは単一行にしてください。

ユーザー名とパスワードが必要な場合、 接続文字列の一部と してこれらを含めるこ

とができます。 接続文字列にユーザー名とパスワードが含まれない場合、

LoginPrompt プロパティが True であれば、 標準のデータベース  ログイン ダイアログ

が表示されます。

5. データベースを  Connected に設定して通常どおり使用します。

これらの手順はすべて設計時、 または実行時にコードから実行するこ とができます。

関連情報

TPvSQLDatabase については、 本章の以下のセクシ ョ ンを参照してください。

• TPvDatabase と  TPvSqlDatabase （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvSqlDatabase に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TPvQuery

SQL ステート メン トに基づいて行セッ ト をカプセル化します。 これは、 複数のテーブ

ルに対する結合やキャ ッシュされた更新を含む、 完全な リ レーシ ョナル アクセスを提

供します。 この機能は、 TQuery VCL コンポーネン ト と類似しています。

TPvQuery と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の相違点

• TQuery からの継承です。

• Handle プロパティのタイプが SQLHSTMT に変更されています。

• DBHandle プロパティのタイプが SQLHDBC に変更されています。

• StmtHandle プロパティが削除されています。
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• Text プロパティは常に SQL プロパティからのテキス ト を返します。

• CheckOpen メ ソ ッ ドが削除されています。

• インデッ クス とキーに関連するすべてのプロパティ と メ ソ ッ ド （GetIndexInfo など）

が削除されています。

• 'LoadBlobOnOpen' プロパティが True のと きは、 クエ リ  オープンですべての BLOB 

がメモ リにキャ ッシュされます。 LoadBlobOnOpen が False のと きは、 BLOB は必要

時に読み込まれます。

BookMarksEnabled プロパティ

TPvQuery には BookmarksEnabled とい うブール型の新しいプロパティが追加されまし

た。 アプ リ ケーシ ョ ンでブッ クマークを使用しない場合は、 このプロパティを False に

設定する と  TPvQuery のパフォーマンスが向上します。 デフォルト値は True です。 

PvQuery.BookmarksEnabled := False 

カーソル管理

TPvQuery には CursorType プロパティがあ り、 ctCached または ctDynamic を設定できま

す。 次の表では、 このプロパティの動作を詳し く説明します。 

メモ ： 動的カーソルでは、 自身またはその他のク ライアン トによる挿入 / 更新 / 削除を

見るこ とができます。

このプロパティを変更するこ とによって PvQuery の CursorType を変更するこ とはでき

ますが、 Active が False になっている場合は実行時のみに限り ます。 デザイン モードで

これを変更し、 クエ リが Active である場合は、 そのクエリ を非アクティブにしてから

カーソルの
種類

動作 

ctCached この設定は旧バージ ョ ンで使用可能だった完全キャ ッシュ、 完全静的カーソ
ル マネージャーに相当します。 レコードを返す前に ResultSet オブジェク トに

各レコードを読み込みます。 これはテーブルが大きい場合には速度が遅くな
り ますが、 LookUp などのオペレーシ ョ ン用に開いた後では速くな り ます。 

ctDynamic この設定がデフォルトです。 これはデータベース  エンジンの動的カーソルを

使用し、 ctCached と比較した場合 （特に大きなテーブルを扱う場合）、 ほとん

どのオペレーシ ョ ンでパフォーマンスが大いに向上します。 
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カーソルの種類を変更しますが、 再アクティブ化はしません。 実行時、 Active が True 
になっている場合に PvQuery の CursorType を変更する と、 " 開いたデータセッ トでこの

オペレーシ ョ ンを実行できません " とい う例外が生じる結果とな り ます。 

動的カーソルが静的カーソルに変わる状況

動的カーソル （ctDynamic） を要求したと しても、 SQL ステート メン トに動的カーソル

を処理できない構文が含まれている場合、 エンジンは接続してデータを返しますが、 静

的カーソルを使用します。 たとえば、 次のよ うな構文が挙げられます。 

• view 

• join 

• インデッ クスが定義されていない列に対する  ORDER BY 

カーソルが静的カーソルに変わる場合、 この静的カーソルはエンジン ベースのカーソ

ルで、 ほかのク ライアン トによる挿入、 更新または削除を見るこ とができません。 以前

のリ リースの静的カーソル （カーソルの種類に ctCached を使用する） よ り も正し く動

作します。 

カーソルが動的から静的に変わる場合は、 そのこ とがデータベース  エンジンから  

PDAC コンポーネン トに通知され、 EngineCursor という名前の読み取り専用のパブ

リ ッ ク  プロパティが設定されます。 

EngineCursor プロパティは公開されていないので、 設計時に ［オブジェク ト  インスペ

クター］ には表示されません。 このプロパティには 2 つの値があ り ます 

• ecDynamic 

• ecStatic 

このプロパティは変更できませんが、 クエ リ を開いた後にその値を確認するこ とができ

ます。 ほかのク ライアン トによって行われた更新がカーソルに含まれるかど うかをアプ

リ ケーシ ョ ン側で認識するこ とが重要な場合などは、 このプロパティを確認してくださ

い。 

関連情報

TPvQuery については、 以下の項目を参照してください。

• TPvTable、 TPvQuery および TPvStoredProc （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvQuery および TPvStoredProc に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）
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• TPvQuery に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TPvUpdateSQL

マルチテーブル結合などのほかの方法で更新できない SQL 行セッ トの （キャ ッシュ後

の更新を含んだ） 透過的な更新を可能にします。 この機能は、 TUpdateSQL VCL コン

ポーネン ト と類似しています。

関連情報

TPvTable については、 以下の項目を参照してください。

• TPvUpdateSQL （VCL と異なる特定のクラス）

TPvStoredProc

Zen ス ト アド  プロシージャへのアクセスを提供します。 TpvQuery コンポーネン ト と同

様に、 パラ メーター化し、 行セッ ト を返すこ とができます。 この機能は、 TStoredProc 

VCL コンポーネン ト と類似しています。

関連情報

TPvQuery については、 以下の項目を参照してください。

• TPvTable、 TPvQuery および TPvStoredProc （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvQuery および TPvStoredProc に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

• TPvStoredProc に関する注記 （VCL と異なる特定のクラス）

TwwPvQuery

InfoPower 互換性のために PDAC に含まれています。 TPvQuery から直接派生され、

ControlType とい う追加のプロパティを持ちます。 

TwwPvStoredProc

InfoPower 互換性のために PDAC に含まれています。 TPvStoredProc から直接派生され、

ControlType とい う追加のプロパティを持ちます。
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ODBC と  SQL のデータベース セキュリティ

ODBC および SQL のセキュ リ ティは DDF レベルのデータベース  セキュ リティです。

PDAC には SQL セキュ リティをセッ ト アップする特別な方法はあ り ません。 Zen 

Control Center または ODBC ツールなどの外部プログラムを使用する必要があ り ます。 

データベースがセキュ リ ティで保護されている場合は、 テーブルを開く と き、 または 
TpvDatabase コンポーネン トにアクセスする と きに、 毎回ユーザー名とパスワードを入

力するダイアログが表示されます。 データベースにセキュ リ ティが設定されているかど

うかを調べるには、 パブリ ッ ク  プロパティの TPvDatabase.IsSecured で確認するこ とが

できます。 セキュリテ ィで保護されたテーブル、 およびユーザー名とパスワードの入力

要求も参照してください。

メモ ： MicroKernel エンジン セキュ リ ティはオーナー ネームを使用します （テーブル 
セキュリテ ィを参照してください）。 データベースで SQL セキュ リティが有効になって

いる場合、 オーナー ネーム セキュ リ ティは無視されます。 

PDAC と  Embarcadero のコンポーネン トの相違点

次の表では、 Zen と  Embarcadero のコンポーネン トの機能の違いについてまとめていま

す。 

TPvTable すべてのエイ リ アス管理機能で 「名前付きデータベース」 管理を行い
ます。

TDBDataSet からではなく  TPvDataSet から継承します。 

TableLevel、 UpdateObject、 UnlockTable、 OpenIndexFile、
CloseIndexFile の各プロパティは既に削除されており、 TableType が無

視されます。 

設計時と実行時のどちらででも、 DSN、 Zen 名前付きデータベース、

あるいはデータベースへの完全修飾パスと して、 Database Name プロ

パティを利用できます。 

TPvDatabase DriverName、 Locale、 TtraceFlags の各プロパティが既に削除されてい

ます。 

ハンドルのタイプが DRM_DBID に変更されます。

IsSQLBased は常に False を返します。 

TransIsolation の値は、 "tiDirtyRead" と  "tiReadCommitted" （デフォル

ト ） の 2 つのみとな り ます。
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EPvDBEngineError
（EPvDBEngineError 
クラスを参照）

EDBEngineError の代替です。

TPvDBError
（TPvDBError クラス

を参照）

TDBError の代替です。

TPvSQLSession すべてのエイ リ アス管理機能で DSN 管理を行います。 

Handle プロパティのタイプが SQLHENV に変更されます。

AddStandardAlias メ ソ ッ ドではデフォルトの設定でエンジン DSN を追

加します。

'UpdateDsnType:TDsnTypes' プロパティが追加されています。

TDsnTypes = (dsnSystem, dsnUser)。 UpdateDsnType の意味は次のとおり

です。 

• DeleteAlias 関数の場合は、 DSN ユーザーが System または User 
DSN のどちらを削除するのか。

• AddAlias および GetAliasParameters 関数の場合は、 どの DSN タイ

プにするのか。

TPvSQLDatabase Handle プロパティのタイプが SQLHDBC に変更されています。

IsSQLBased プロパティは常に True になり ます。

Tables と  StoredProcs プロパティには、 それぞれ 
TsqlTablesInfoCollection、 TsqlStoredProcInfoCollection という タイプが

あ り ます。

TPvQuery TQuery からの継承です。

Handle プロパティのタイプが SQLHSTMT に変更されています。

DBHandle プロパティのタイプが SQLHDBC に変更されています。

StmtHandle プロパティが削除されています。

Text プロパティは常に SQL プロパティからのテキス ト を返します。

CheckOpen メ ソ ッ ドが削除されています。

インデッ クス とキーに関連するすべてのプロパティ と メ ソ ッ ド
（GetIndexInfo など） が削除されています。

'LoadBlobOnOpen' プロパティが True のと きは、 クエ リ  オープンです

べての BLOB がメモリにキャ ッシュされます。 LoadBlobOnOpen が 
False のと きは、 BLOB は必要時に読み込まれます。
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TransIsolation プロパティの相違点

PDAC の TransIsolation プロパティの動作は、 相当する  Embarcadero の動き とは違いま

す。

ト ランザクシ ョ ンの分離レベルでは、 同じテーブルで動作する と き、 ト ランザクシ ョ ン

がほかで同時に動作している ト ランザクシ ョ ンと対話する方法と、 ほかの ト ランザク

シ ョ ンによって実行されるオペレーシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ンで監視する程度を決定し

ます。

データベースの ト ランザクシ ョ ン分離レベルを指定するには、

TPvDatabase.TransIsolation プロパティを使用します。 

PDAC では tiReadCommitted モードのみをサポート します。 これは、 ト ランザクシ ョ ン

が終了するまで、 ファ イルへの変更をほかのユーザーが見るこ とができないという意味

です。 これは、 データベース  エンジンでサポート される唯一の設定です。

PDAC クラス、 プロパテ ィ、 イベン ト、 およびメ ソッ

ド

この ト ピッ クでは、 PDAC のすべてのク ラス、 プロパティ、 イベン ト、 およびメ ソ ッ ド

の一覧を示します。 Pascal 表記法で記載し、 対応する  Embarcadero のコンポーネン ト と

の相違点も示しています。

• 例外クラス

• サポート  クラス

• VCL との全般的な違い

• VCL と異なる特定のクラス

• Zen および Embarcadero のデータ型のマッピング

• Btrieve および Embarcadero のデータ型のマッピング
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例外クラス

EpvDatabaseError クラス

このク ラスは PDAC のすべての例外クラスの上位ク ラスです。 これには例外を生成す

るク ラスへの参照が含まれる  Owner プロパティがあ り ます。

EPvDBEngineError クラス

これは、 ク ラスに関連するすべての DB エンジン エラーの抽象ベースのク ラスです。

Errors プロパティでは （TPvDBError ク ラスから派生するク ラスの） エラーを一覧表示

し、 ErrorCount プロパティは Errors プロパティに含まれるエラーの総数を示します。

TPvDBError クラス 

TPvDBError は、 EPvDBEngineError 例外クラスのデータベース  エンジン エラーを表す

すべてのク ラスに関する抽象ベースのク ラスです。 以下のプロパティがあ り ます。

• Message プロパティは、 エラー メ ッセージのテキス ト を指定します。

• NativeError プロパティは、 エンジンから返されるステータス  コード （Btrieve ス

テータス  コード） を示します。

EpvDrmEngineError クラス

このク ラスの例外は PDAC の Btrieve サブセッ トによって発生します。 ErrorCode プロパ

ティは DRM エラー コードです。 EPvDrmEngineError の Errors プロパティの配列には 
TpvDrmError タイプのオブジェク トが含まれます。

TpvDrmError クラス

TPvDrmError ク ラスは DRM エラーを示します。 ErrorCode には DRM エラー コードが含

まれ、 NativeError には Btrieve ステータス  コードが含まれます。

EpvSqlEngineError クラス

このク ラスの例外は PDAC の SQL （ リ レーシ ョナル） サブセッ トによって発生します。

ErrorCode プロパティは最後の ODBC 呼び出しの戻り値です。 EPvSqlEngineError の 

Errors プロパティの配列には TPvSqlError タイプのオブジェク トが含まれます。
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TpvSqlError クラス

TPvSqlError ク ラスは ODBC エラーを示します。

EpvDbAdminEngineError クラス

このク ラスの例外は、 ローカル サーバーおよびリモート  サーバー上で、

TPvSqlSession.AddAlias などのデータベース名や DSN 管理関数の実行中に発生します。

追加のプロパティ  ErrorType: TpvDbAdminEngineErrorTypes があ り ます。 ErrorType = 
dbmeDTI の場合、 NativeError には DTI （Distributed Tuning Interface） エラー コードが含

まれます。 それ以外の場合、 NativeError にはデータベース名および DSN 関連の関数の

ローカル エラー コードが含まれます （EPvSqlInstallerEngineError および 
EpvOwnSqlInstallerEngineError を参照）。

EpvSqlInstallerEngineError クラス

このク ラスの例外は、 ローカル サーバー上で、 TPvSqlSession.AddAlias などの DSN 管
理関数の実行中 （TPvSqlSession.ServerName プロパティが空またはローカル サーバーの

名前が設定されていた場合） に発生します。 Errors には、 SQLInstallerError() 関数で返

される値が含まれます。

EpvOwnSqlInstallerEngineError クラス

DSN 管理関数では適切なエラーがない場合があるので、 このク ラスの例外を発生して

新しいタイプのエラーを示すこ とができます。 NativeError の可能な値は以下のとおり

です。

• cPvOwnSqlInstallerEngineErrorDsnAlreadyExist － ユーザーは既に存在する  DSN を

作成しよ う と しました。

• cPvOwnSqlInstallerEngineErrorDsnNotFound － ユーザーは存在しない DSN を削除

しよ う と しました。

• cPvOwnSqlInstallerEngineErrorInvalidOpenMode － prmOPEN_MODE

（'OPEN_MODE'） パラ メーターの値が無効です。 詳細については、 後述の 

prmOPEN_MODE の説明を参照してください。

• cPvOwnSqlInstallerEngineErrorClientDSNsAreNotSupported － ク ライアン ト  DSN は

リモート  サーバー モード （TPvSqlSession.ServerName が空） でサポート されてい

ません。
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サポート  クラス

サポート  ク ラスは、 高レベルのコンポーネン ト とカプセル化した BDE 固有の機能で必

要とな り ます。 これらのク ラスは、 可能な限り少ない変更で PDAC に 複製されていま

す。 

TPvSessionList/TpvSqlSessionList クラス

TPvSessionList および TPvSqlSessionList ク ラスは、 複数のセッシ ョ ンを提供するアプリ

ケーシ ョ ン内のセッシ ョ ン コンポーネン ト を管理します。 このク ラスでは、 含まれる

オブジェク トのタイプのみ （TSession に対応する  TPvSession または TPvSqlSession） が

変更されています。

TPvBlobStream/TPvSQLBlobStream クラス

TPvBlobStream および TPvSQLBlobStream ク ラスは、 BLOB （バイナリ  ラージ オブジェ

ク ト ） フ ィールドを示すフ ィールド  オブジェク ト をアプリ ケーシ ョ ンで読み書きでき

るよ うにするス ト リーム オブジェク トです。 これらは TBlobStream VCL ク ラス と同様

に機能します。

TParam/TParams クラス 

TParam ク ラスはフ ィールド  パラ メータを表します。 TParam のプロパティはフ ィール

ドの値を示すパラ メーターの値を設定するのに使用します。 TParams は TParam オブ

ジェク トの リ ス トです。 PDAC の TParam と  TParams ではそれぞれのインターフェイス  

セクシ ョ ンの変更はあ り ません。 これらは新しいファイルに移動するだけです。

TMasterDataLink クラス 

メモ ： Delphi/C++Builder 3 および 4 用のみです。

TMasterDataLink を使用すれば、 データセッ トでマスター / 詳細関係を設定するこ とが

できます。 このインターフェイス  セクシ ョ ンでの変更はあ り ません。 新しいファイル

に移動するだけです。
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VCL との全般的な違い

PDAC コンポーネン トで公開するインターフェイスは、 BDE で動作する適切な VCL コ
ンポーネン ト とほぼ一致しています。 VCL コンポーネン トに関する詳細情報は、

Delphi/C++Builder ヘルプ システム （del?vcl.hlp または bcbvcl?.hlp ファイル。 「?」 は 3、

4、 または 5 を示します） を参照してください。 ただし、 BDE のいくつかの機能は Zen 
に存在せず、 また Zen のいくつかの機能は BDE に存在しないので、 Zen ではこれらの

インターフェイス （削除または追加プロパティ / メ ソ ッ ド / イベン ト ） を修正しまし

た。 これらの変更されたインターフェイスのみを以下に列挙します。 その他すべてのイ

ンターフェイスは同一です。 

グローバル変数

BDE の Session および Sessions グローバル変数の代わりに、 PDAC では独自のグローバ

ル変数があ り ます。 Btrieve サブセッ ト用に BtvSession: TPvSession と  BtvSessions: 

TPvSessionList があ り、 リ レーシ ョナル サブセッ ト用に PvSqlSession: TPvSqlSession と  

PvSqlSessions: TPvSqlSessionList があ り ます。 これらは、 Session や Sessions 変数と同様

に動作し、 アプ リ ケーシ ョ ンの開始時に自動的に作成され、 終了時に自動的に破棄され

ます。

Btrieve サブセッ ト

ト ランザクシ ョナル サブセッ トの場合、 PDAC では Zen の名前付きデータベースをエ

イ リ アス と して使用します。

SQL サブセッ ト

リ レーシ ョナル サブセッ トの場合、 PDAC ではデータ  ソース名 （DSN） をエイ リ アス

と して使用します。

VCL と異なる特定のクラス

以下のセクシ ョ ンでは、 Embarcadero VCL とは異なるク ラスを個別に説明します。

• TPvSession と  TPvSqlSession

• TPvSession に関する注記

• TPvSqlSession に関する注記
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• TPvDatabase と  TPvSqlDatabase

• TPvDatabase に関する注記

• TPvSqlDatabase に関する注記

• TPvTable、 TPvQuery および TPvStoredProc

• TPvTable に関する注記

• TPvQuery および TPvStoredProc に関する注記

• TPvQuery に関する注記

• TPvStoredProc に関する注記

• TPvUpdateSQL

• TPvBatchMove

TPvSession と  TPvSqlSession

• TraceFlags プロパティは削除されました。 これは、 Zen API 呼び出しの ト レースは外

部ユーティ リ ティ または DTI （Distributed Tuning Interface） を使って実行されるから

です。

• Zen は以下のプロパティを使用しません （これらは文字列の格納と してのみ存在し

ます）。

• NetFileDir

• PrivateDir

• Locale プロパティは削除されました。 Zen にはこの BDE 固有の機能に類似する機能

がないからです。

• Zen にはド ライバーがあ り ません。 ド ライバーに関するすべてのインターフェイス

項目 （AddDriver、 DeleteDriver、 GetAliasDriverName、 GetDriverNames、

GetDriverParams、 および ModifyDriver メ ソ ッ ド） は削除されました。

• パスワード関連のインターフェイスは、 文字列のみを格納および取得します

（AddPassword、 RemovePassword、 および RemoveAllPasswords）。 OnPassword イベン

トは、 GetPassword メ ソ ッ ド以外では発生しません。

• GetConfigParams メ ソ ッ ドは何も行いません。

• 新たに公開されるプロパティ、 ServerName、 ServerAdminUser、

ServerAdminPassword、 および ServerAdminLoginPrompt が追加されました。 これら
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は、 リモート  サーバーへの接続方法を提供します。 ServerAdminUser と  
ServerAdminPassword は DTI （Distributed Tuning Interface） のユーザー名とパスワー

ドです。 

ヒン ト ： 詳細については、 DTI のドキュ メン ト を参照してください。 

• ServerAdminLoginPrompt プロパティは TPv(Sql)Database.LoginPrompt の相似型です

が、 設計時に ServerAdminLoginPrompt = False と し、 サーバーからデータベース名の

リ ス ト を取得する際に問題が発生した場合、 ログイン試行が失敗した後にユーザー

名とパスワードが要求される点が異なり ます。 

ヒン ト ： DTI は Pervasive.SQL 2000 以降でのみサポート されます。 

• LocalSystem パブリ ッ ク  プロパティ。 

このプロパティに、 リモート  サーバーの場合は False、 ローカルの場合は True を設

定します。

TPvSession に関する注記

• すべてのエイ リ アス管理機能は PDAC の名前付きデータベース管理を実行します。

TPvSession を使用して、 ローカルおよびリモート  データベース名の作成、 またロー

カルおよびリモート  データベース名用のパラ メーターの取得を行う こ とができま

す。 サーバー上のデータベースとの接続を確立する場合、 ユーザーはサーバー上の

データベースへのパスを使ってデータベース名を作成する必要があ り ます。 開発者

は最初に以下の値を使用するこ とができます。

• prmDDF_PATH ('DDF_PATH') － データ辞書ファイルへのパス。

• prmPATH ('PATH') － データ  ファイルへのパス。

• prmBOUND ('BOUND') － データベースをバインドするかど うか。 デフォルトは 
False です。

• prmINTEGRITY ('INTEGRITY') － データベースに参照整合制約を設定するかど う

か。 デフォルトは True です。

• prmCREATE_DDF ('CREATE_DDF') － このパラ メーターが True の場合、 空の

データベースが作成されます。

• AddStandardAlias メ ソ ッ ドでは、 INTEGRITY = True、 BOUND = False とい う標準の

設定でデータベース名を追加します。

• Handle プロパティのタイプは DRM_SESID に変更されました。
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• 例 ：データベース名の作成

var MyList: TStringList;

begin

    MyList := TStringList.Create;

try

  with MyList do

  begin

      Add('DDF_PATH=D:\MyDemoData');

      Add('PATH=D:\MyDemodata');

      Add('BOUND=False');

      Add('INTEGRITY=False');

      Add('Create_DDF=False');

  end;

  PvSession1.AddAlias('TestAlias', MyList);

finally

         MyList.Free;

      end;

TPvSqlSession に関する注記

• すべてのエイ リ アス管理機能で DSN 管理を行います。 ユーザーは最初に以下の値を

使用するこ とができます。

• prmDB_NAME (DB) － データベースのデータベース名エンジン DSN のみ。

• prmDSN_DESCRIPTION (DESCRIPTION) － DSN の説明。

• prmIS_ENGINE_DSN ('IS_ENGINE_DSN') － 指定した DSN が、 エンジン DSN
（True） あるいはク ライアン ト  DSN （False） のどちらなのかを調べます。

• prmIS_SYSTEM_DSN ('IS_SYSTEM_DSN') － 指定した DSN が、 システム DSN

（True） あるいはユーザー DSN （False） のどちらなのかを調べます。

• prmOPEN_MODE (OPEN_MODE) － DSN のオープン モードを調べます。 可能な

値は、 prmOPEN_MODE_normal （ノーマル）、 prmOPEN_MODE_accelerated （ア

クセラレイティ ド）、 prmOPEN_MODE_readonly （ リード  オン リー）、 および 

prmOPEN_MODE_exclusive （エクスクルーシブ） です。 エンジン DSN のみ。
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• prmSERVER_NAME ('SERVER_NAME') － データが存在するサーバーのアドレス

またはホス ト名、 およびポート番号。 ク ライアン ト  DSN のみ。

• prmTCP_PORT ('TCP_PORT') － サーバーの TCP ポート。 ク ラ イアン ト  DSN の
み。

• prmSERVER_DSN ('SERVER_DSN') － サーバーのエンジン DSN の名前。 ク ライ

アン ト  DSN のみ。

• prmTRANSPORT_HINT ('TRANSPORT_HINT') － 転送プロ ト コルが含まれます。

ク ライアン ト  DSN のみ。 可能な値は TCP です。

• prmARRAY_FETCH_ON ('ARRAY_FETCH_ON') － 配列のフェッチを有効 / 無効

（True/False） にします。 ク ライアン ト  DSN のみ。

• prmARRAY_BUFFER_SIZE ('ARRAY_BUFFER_SIZE') － 配列バッファーのサイ

ズ。 1 KB から  64KB までの値を受け付けるこ とができます。 ク ライアン ト  DSN 
のみ。

• Handle プロパティのタイプは SQLHENV に変更されました。

• リモート  DSN 管理は、 Pervasive.SQL 2000 SP2a またはそれ以降でのみサポート され

ます。 リモート  ク ライアン ト とユーザー DSN はサポート されません。

• AddStandardAlias メ ソ ッ ドでは、 デフォルトの設定でエンジン DSN を追加します。

2 番目のパラ メーターはデータベース名です。

• UpdateDsnType: TDsnTypes プロパティが追加されています。TDsnTypes = (dsnSystem, 

dsnUser)。 UpdateDsnType の意味は次のとおりです。 

• DeleteAlias 関数の場合は、 DSN ユーザーが System または User DSN のどちらを

削除するのか。

• AddAlias および GetAliasParameters 関数の場合は、 どの DSN タイプにするのか。

• 以下はシステム ク ライアン ト  DSN を作成するサンプル プログラムです。

var MyStringList: TStringList;

begin

  MyStringList := TStringList.Create;

  try

    MyStringList.Clear();

    MyStringList.Add('IS_ENGINE_DSN=False');

    MyStringList.Add('IS_SYSTEM_DSN=True'); 
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    MyStringList.Add('SERVER_NAME=ServerName');

    MyStringList.Add('SERVER_DSN=DEMO1'); 

          // サーバーの DSN 

    PvSqlSession1.AddAlias('ATest', MyStringList);

  finally

    MyStringList.Free;

  end;

TPvDatabase と  TPvSqlDatabase

• ODBCPacketSize プロパティは SQLUINTEGER 値で、 ネッ ト ワーク  パッケージのサ

イズをバイ ト単位で指定します。 これは SQLSetConnectAttr() で、 接続について管理

する  SQL_ATTR_PACKET_SIZE 属性を設定する際に使用します。 

ヒン ト ： SQLSetConnectAttr() の詳細については、 『Microsoft ODBC Programmer's 
Reference』 を参照してください。

• 以下のプロパティは削除されました。

• DriverName

• Locale

• TraceFlags

• TransIsolation プロパティは 1 つの値 （tiReadCommitted） のみを持ちます。 これは、

Zen ではその他の分離レベルをサポート しないからです。

• Tables プロパティが追加されました。 このプロパティにはデータベース内のテーブ

ルのリ ス トが含まれます。

• StoredProcs プロパティが追加されました。 このプロパティにはデータベース内のス

ト アド  プロシージャのリ ス トが含まれます。

• LoginPromptOnlyIfNecessary が追加されました。 以下の状況が考えられます。

• LoginPrompt=True で、 LoginPromptIfNecessary=True。 セキュ リ ティで保護された

データベースの場合にのみ、 （ログイン試行の失敗後） ログイン ダイアログが表

示されます。 これはデフォルトの動作です。 

• LoginPrompt=True で、 LoginPromptIfNecessary=False。 ログインを試みる前に必ず

ログイン ダイアログが表示されます。 これは VCL の TDatabase の動作です。 セ
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キュ リ ティで保護されたデータベースに最も適しています。 ログインする最も速

い方法を提供します。

• LoginPrompt=False で、 LoginPromptIfNecessary=True/False （どちらでもかまいま

せん）。 ログイン ダイアログは表示されません。 ユーザーが独自のログイン ダイ

アログを実装できます。

TPvDatabase に関する注記

• Handle プロパティは DRM_DBID に変更されました。

• IsSQLBased プロパティは常に False です。

• ローカル サーバー （つま り、 TPvSession.ServerName プロパティの値が空であるか、

ローカル サーバーの名前が指定されている場合） の Directory プロパティには、

データベースのデータ辞書ファイルへのパスが入り ます。 リモート  サーバーの場

合、 このプロパティは常に空です。 どちらの場合も、 これを設定しよ う とする と例

外が発生します。 作業しているサーバーがローカルかリモートかを知るには、

TPvSession.LocalSystem プロパティで調べるこ とができます。

• 以下のプロパティには TDRMTableCollection のタイプがあ り ます。

• Tables

• StoredProcs

• IsSecured プロパティ （boolean） が追加されました。 これは読み取り専用プロパティ

です。 データベースにセキュ リ ティが設定されている場合は、 IsSecured = True で

す。 この場合、 TPvTable.Owner プロパティの MicroKernel エンジン オーナー ネーム

は無視されるので、 ユーザーはデータベースにログインする権限を許可する必要が

あ り ます。

• OEMConversion プロパティが追加されました。

このプロパティは、 データベースに格納されている文字は OEM （DOS） コード  
ページによってエンコード されているため、 データベースを使用する前にこれらの

文字を ANSI （Windows） コード  ページに変換する必要があるこ とを示します。

データベースは OEM コード  ページのままですが、 文字データのすべての読み書き

は PDAC で変換されます。

この変換では Windows の OemToCharBuff および CharToOemBuff 関数で提供される

マッピングを使用します。 すべての文字が往復変換できるわけではないこ とに注意

するこ とが重要です。 OEM と  ANSI コード  ページの両方に存在する文字のみが更新

で保持されます。 大まかに言う と、 ほとんどのアルファベッ ト文字は保持されます
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が、 ボッ クス描画文字などその他の種類の文字は保持されません。 正確に保持でき

ない文字については、 最も類似する文字が選択されます。 たとえば、 ボッ クス描画

文字はプラス （+）、 マイナス （-）、 およびパイプ （｜） 文字に置き換えられます。

現在のと ころ、 ユーザー テーブルに保存されている文字のみが変換されます。 テー

ブル、 列、 およびファイルの名前などの （DDF ファイルに保存されている） メ タ

データは変換されません。

TPvSqlDatabase に関する注記

• Handle プロパティのタイプは SQLHDBC に変更されました。

• IsSQLBased プロパティは常に True です。

• Directory プロパティは常に空です。 これを設定しよ う とする と、 例外が発生しま

す。

• 以下のプロパティにはそれぞれ相当する  TSqlTablesInfoCollection および 
TSqlStoredProcInfoCollection タイプがあ り ます。

• Tables

• StoredProcs

• Exclusive プロパティは何も行いません。 VCL との互換性を保つためだけに提供され

ます。

• AliasNameIsConnectionString プロパティが追加されました。 このプロパティは DSN 
のない接続を行うために提供されます。 AliasNameIsConnectionString=True の場合、

AliasName （AliasName が空の場合は DatabaseName） が接続文字列になり ます。

TPvTable、 TPvQuery および TPvStoredProc

• TDBDataSet のすべてのプロパティ、 メ ソ ッ ド、 イベン トのタイプは TPvDataSet に

変更されたか、 または派生しました。

• TSession のすべてのプロパティ、 メ ソ ッ ド、 イベン トのタイプは TPvAbsSession に
変更されたか、 または派生しました。

• TDatabase のすべてのプロパティ、 メ ソ ッ ド、 イベン トのタイプは TPvAbsDatabase 

に変更されたか、 または派生しました。

• ExpIndex プロパティは常に False です。

• 以下のプロパティは削除されました。
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• Locale

• DBLocale

• ObjectView

• TPvDatabase または TPvSqlDatabase タイプの Database プロパティが追加されました。

• ConstraintCallBack は削除されました。

• CheckOpen メ ソ ッ ドのパラ メーター タイプは DRM_ERR に変更されました。

TPvTable に関する注記

• Handle プロパティのタイプは DRM_TABLEID に変更されました。

• TDBHandle プロパティのタイプは DRM_DBID に変更されました。

• Owner プロパティが追加されています。 これはテーブルの Btrieve オーナー ネーム

を表します。

• BtrHandle のプロパティ ： TBtrieveInfo が追加されています。 これは DirectBtrCall 関
数のヘルパー プロパティです。 TBtrieveInfo には以下のフ ィールドがあ り ます。

• pKeyBuf － キー バッファーへのポインター。

• KeyLen － キーの長さ。

• KeyNum － キーの番号。

• CurFilter － Extended オペレーシ ョ ン用の入力データ  バッファー構造体へのポイ

ンター （『Btrieve API Guide』 の GetNextExtended を参照）。 また、 このバッファー

には現在のフ ィルターも格納されます。

• CurFilterLen － CurFilter バッファーの長さ。 CurFilterLen は、 開発者が CurFilter 

データをバッファーから メモ リ内の別の場所にコピーする と きに利用できます。

• DirectBtrCall(Op: Smallint function; pDataBuf: Pointer; var DataLen: Word; pKeyBuf: 

Pointer; KeyLen: Byte; KeyNum: Shortint): integer が追加されました。 開発者は 

TpvTable のポジシ ョ ン ブロッ クを使用して直接 Btrieve を呼び出すこ とができます。

以下のパラ メーターがあ り ます。

• Op － Btrieve オペレーシ ョ ン。 『Btrieve API Guide』 を参照してください。

• pDataBuf － BTRCALL のデータ  バッファー パラ メーターと同一

• DataLen － BTRCALL のデータ  バッファー長パラ メーターと同一
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• pKeyBuf － BTRCALL のキー バッファー パラ メーターと同一

• KeyLen － キー バッファーの長さ

• KeyNum － BTRCALL のキー番号パラ メーターと同一

DirectBtrCall は Btrieve ステータス  コードを返します。 pKeyBuf、 KeyLen、 および 

KeyNum パラ メーターは PvTable.BtrHandle プロパティから取得する必要があ り ま

す。

以下に、 Btrieve の直接呼び出しによって現在のレコードをロ ッ クおよびロ ッ ク解除

する方法を示す小さなサンプルを提供します。

procedure TForm1.Lock(Sender: TObject);
var b: TBookmark;
DataLen: word;
Res: integer;
begin
b := PvTable1.GetBookmark();
try

 DataLen := 4;
  Res := PvTable1.DirectBtrCall(B_GET_DIRECT + 300, b, DataLen, PvTable1.BtrHandle.pKeyBuf, 
PvTable1.BtrHandle.KeyLen, PvTable1.BtrHandle.KeyNum);
finally
PvTable1.FreeBookmark(b);
end;
end

procedure TForm1.Unlock(Sender: TObject);
var Res: integer;
vr: Word;

begin
vr := 0;
Res := PvTable1.DirectBtrCall(B_UNLOCK, @vr, vr, @vr, vr, ‐2);

end

• IndexFiles プロパティは削除されています。

• TableType プロパティは削除されています。

• TableLevel プロパティは無視されます。

• UpdateObject プロパティは削除されています。

• 以下のメ ソ ッ ドが削除されました。

• CloseIndexFile 

• OpenIndexFile

• LockTable

• UnlockTable
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• PvCreateTable(PvFieldDefs: TPvFieldDefs) メ ソ ッ ドが追加されています。 このメ ソ ッ

ドを使えば、 開発者はテーブル作成処理をある程度調整するこ とができます。 詳細

については、 適切なセクシ ョ ンを参照してください。

• SetOwnerOnTable(AOwner: string; AccessMode: integer) メ ソ ッ ドが追加されています。

開発者はテーブルの Btrieve オーナー ネームを設定するこ とができます。

AccessMode には以下の設定が可能です。

• B_ACCESS_RWOWNER － すべてのアクセス  モードでオーナー ネームが必要

（データ暗号化なし）。

• B_ACCESS_WOWNER － 読み取り専用アクセスにはオーナー ネームは必要なし

（データ暗号化なし）。

• B_ACCESS_RWOWNERENCRYPT － すべてのアクセス  モードでオーナー ネー

ムが必要 （データ暗号化あ り）。

• B_ACCESS_WOWNERENCRYPT － 読み取り専用アクセスにはオーナー ネーム

は必要なし （データ暗号化あ り）。

TPvQuery および TPvStoredProc に関する注記

• Handle プロパティのタイプは SQLHSTMT に変更されました。

• DBHandle プロパティのタイプは SQLHDBC に変更されました。

• StmtHandle は削除されました。

• Text プロパティは常に SQL プロパティからのテキス ト を返します。

• CheckOpen メ ソ ッ ドは削除されました。

• インデッ クス とキーに関連するすべてのプロパティ と メ ソ ッ ド （GetIndexInfo など）

は削除されました。

TPvQuery に関する注記

以下のプロパティが追加されました。

• LoadBlobOnOpen

LoadBlobOnOpen が True のと きは、 クエ リ  オープンですべての BLOB がメモ リに

キャ ッシュされます。 LoadBlobOnOpen が False のと きは、 BLOB は必要に応じて読

み取られます。

• PassThrough
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このプロパティを  True に設定する と、 PDAC では SQL テキス ト を事前解析 （通常、

パラ メーターをバインドするために行う） しないで直接エンジンに渡します。 これ

は、 パラ メーターを使ってス ト アド  プロシージャを作成する場合などで必要とな り

ます。 このプロパティは次のよ うに使用します。

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);

begin

  PvQuery1.SQL.Clear;

  PvQuery1.SQL.Add('CREATE PROCEDURE TestPr(IN :A INTEGER) AS');

  PvQuery1.SQL.Add('BEGIN');

  PvQuery1.SQL.Add('PRINT :A;');

  PvQuery1.SQL.Add('END');

  PvQuery1.PassThrough := True;

  PvQuery1.ExecSQL;

  PvQuery1.PassThrough := False;

end;

PassThrough プロパティは IDE 内で設計時にも使用できます。 

TPvStoredProc に関する注記

• Overload プロパティは削除されました。

TPvUpdateSQL

• TQuery プロパティのタイプ （すべてのプロパティ） が TPvQuery で変更されていま

す。

TPvBatchMove

• Transliterate プロパティは削除されました。

• Destination プロパティのタイプは TPvTable に変更されました。

Zen および Embarcadero のデータ型

以下のト ピッ クでは、 データ型のマッピングについて詳し く説明します。
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• Zen および Embarcadero のデータ型のマッピング

• Btrieve および Embarcadero のデータ型のマッピング

Zen および Embarcadero のデータ型のマッピング

次の表は、 Zen の列のデータ型から  Delphi のデータ型へのマッピングを示しています。

Zen データベースに格納されている左側のデータ型は、 PDAC コンポーネン トによ り、

右側に記載されているデータ型で表されます。 

Zen データ型 Delphi データ型

BigInt ftBCD

Binary ftBytes

Bit ftBoolean

Char ftString

Currency ftCurrency

Date ftDate

Decimal ftBCD

Double ftFloat

Float ftFloat

Identity ftAutoInc

Integer ftInteger

Longvarbinary ftBlob

Longvarchar ftMemo

Numeric ftBCD

Real ftFloat

Smallidentity ftAutoInc

Smallint ftSmallInteger

Time ftTime

TimeStamp ftDateTime

Tinyint ftSmallInteger
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メモ ： 現在のリ リースでは、 PDAC は BIGIDENTITY データ型をサポート していませ

ん。

次の表は、 Delphi データ型から  Zen データ型へのマッピングを示しています。 PDAC を
使って新しいデータベース  テーブルが作成される と、 左側の列に示されるフ ィールド

のデータ型と して定義された列が、 Zen によって、 右側に示されるデータ型で保存され

ます。 

Ubigint ftBCD

Uint ftInteger

Usmallint ftWord

Utinyint ftWord

Varbinary ftVarBytes

Varchar ftString

Delphi データ型 Zen データ型

ftAutoInc Identity

ftBCD Numeric

ftBlob, Longvarbinary

ftBoolean Bit

ftBytes Binary

ftCurrency Currency

ftDate Date

ftDateTime DateTime

ftFixedChar Char

ftFloat Double

ftFmtMemo LongVarChar

ftGraphic Blob

ftInteger Integer

ftLargeInt BigInt

Zen データ型 Delphi データ型
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Btrieve および Embarcadero のデータ型のマッピング

次の表は、 Btrieve から  VCL へのデータ型のマッピングを示しています。 

メモ ： バイナリ  フラグは X$Fields.Xe$Flags のフラグを指します。 

ftMemo Longvarchar

ftSmallInteger Smallint

ftString Varchar

ftTime Time

ftTypedBinary Binary

ftVarBytes VarChar

ftWord Smallint

Btrieve データ型 バイナリ  
フラグ 

長さ （バイ ト単
位）

VCL データ型

AUTOINCREMENT (15) ftAutoInc

BFLOAT (9) ftFloat

BIT (16) ftBoolean

BLOB (21) + ftBlob

BLOB (21) - ftMemo

CURRENCY (19) ftBCD

DATE (3) ftDate

DECIMAL (5) ftBCD

FLOAT (2) ftFloat

INTEGER (1) 1 ftSmallint

INTEGER (1) 2 ftSmallint

INTEGER (1) 4 ftInteger

INTEGER (1) 8 ftBCD

LOGICAL (7) 1 ftBoolean

Delphi データ型 Zen データ型
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次の表は、 VCL から  Btrieve へのデータ型のマッピングを示しています。 

LOGICAL (7) 2 ftSmallint

LSTRING (10) + ftVarBytes

LSTRING (10) - ftString

LVAR (13) + ftBCD

LVAR (13) - ftMemo

MONEY (6) ftBCD

NOTE (12) + ftBlob

NOTE (12) - ftMemo

NUMERIC (8) ftBCD

NUMERICSA (18) ftBCD

NUMERICSTS (17) ftBCD

STRING (0) + ftBytes

STRING (0) - ftString

TIME (4) ftTime

TIMESTAMP (20) ftDateTime

UNSIGNED BINARY (14) 1 ftWord

UNSIGNED BINARY (14) 2 ftWord

UNSIGNED BINARY (14) 4 ftInteger

UNSIGNED BINARY (14) 8 ftBCD

ZSTRING (11) ftString

VCL データ型 Btrieve 型 バイナリ  フラ

グ 
長さ （バイ ト単
位）

ftAutoInc AUTOINCREMENT (15) 4

ftBCD NUMERIC (8)

ftBlob BLOB (21) + FieldDefs[].Size

Btrieve データ型 バイナリ  
フラグ 

長さ （バイ ト単
位）

VCL データ型
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メモ ： バイナリ  フラグは X$Fields.Xe$Flags のフラグを指します。

フ ィールド  タイプの追加情報

Zen 固有のテーブル作成メ ソ ッ ド （TPvTable.PvCreateTable） があ り ます。 これを使え

ば、 フ ィールド  タイプに関する追加パラ メーターを調整するこ とができます。 以下の

定義があ り ます。 

Procedure PvCreateTable(PvFieldDefs: TPvFieldDefs)

PvFieldDefs でいくつかのパラ メーターを調整するこ とができます。

ftBoolean LOGICAL (7) 1

ftBytes STRING (0) + FieldDefs[].Size

ftCurrency CURRENCY (19)

ftDate DATE (3)

ftDateTime TIMESTAMP (20)

ftFixedChar STRING (0) - FieldDefs[].Size

ftFloat FLOAT (2) 8

ftFmtMemo BLOB (21) - FieldDefs[].Size

ftGraphic BLOB (21) + FieldDefs[].Size

ftInteger INTEGER (1) 4

ftLargeint INTEGER (1) 8

ftMemo BLOB (21) - FieldDefs[].Size

ftSmallint INTEGER (1) 2

ftString ZSTRING (11) - FieldDefs[].Size

ftTime TIME (4)

ftTypedBynary STRING (0) + FieldDefs[].Size

ftVarBytes LSTRING (10) + FieldDefs[].Size

ftWord UNSIGNED BINARY (14) 2

VCL データ型 Btrieve 型 バイナリ  フラ

グ 
長さ （バイ ト単
位）
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TPvFieldDef = class(TCollectionItem)

public

  FieldNum: integer;

  BtrType: integer;

  DrmType: word;

  ColumnSize: integer;

  DefaultValue: string;

  IsColumnCaseInsensitive: boolean;

  ACS_FileName: string;

  ACS_Name: string;

  ACS_ID: string;

end;

上記の要素は次のよ うな意味があ り ます。 

• FieldNum － 主 FieldDefs 内のフ ィールド番号。

• BtrType － Btrieve 型。 

• DrmType － データ  レコード  マネージャー型。 開発者はこのフ ィールドを使う必要

はあ り ません。 TPvBatchMove で使用する場合のみ追加されます。

• ColumnSize － 列のサイズ （バイ ト単位）。

• DefaultValue － 列のデフォルト値 （文字列）。

• IsColumnCaseInsensitive － フ ィールドのインデッ クスで大文字と小文字を区別する

場合、 True を設定します。

• ACS_FileName － ACS データを含んでいるファイル名を、 .alt 拡張子を付けないで設

定します。

• ACS_Name － ACS データの名前を設定します。

• ACS_ID － ACS データの ID を設定します。

特定のフ ィールドを設定しない場合は、 0 （DrmType、 ColumnSize の場合）、 -1
（BtrType の場合）、 False （IsColumnCaseInsensitive の場合）、 または '' （すべての文字列

フ ィールド） を設定するこ とができます。 この場合、 デフォルト値を使用します。

FieldNum フ ィールドは必須です。

IsColumnCaseInsensitive、 ACS_FileName、 ACS_Name、 および ACS_ID フ ィールドは互

いに排他的になっています。 つま り、 これらのうち 1 つのみ設定するこ とができます。
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Btrieve 動作と一致させるために、 インデッ クス  オプシ ョ ンの ixCaseInsensitive は無視さ

れます。

次に PvCreateTable メ ソ ッ ドの使用例を示します。

with PvTable1.FieldDefs do

begin

  Clear;

  Add('F_AutoInc', ftAutoInc, 0, true);

  Add('F_Bytes', ftBytes, 10, False);

end;

PvFieldDefs := TPvFieldDefs.Create(TPvFieldDef);

try

  PvFieldDef := PvFieldDefs.Add();

  PvFieldDef.FieldNum := 1; // F_Bytes

  PvFieldDef.BtrType := 10;

  PvFieldDef.DrmType := DRM_coltypVarText;

  PvFieldDef.ColumnSize := 20;

  PvFieldDef.IsColumnCaseInsensitive := true;

  PvTable1.PvCreateTable(PvFieldDefs);

finally

  PvFieldDefs.Free();

end;
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